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研究分野：森林計測 
科研費の分科・細目：電気電子工学・計測工学 
キーワード：現地植生調査，高解像度衛星データ，グランドトルース，東アジア，広域植生解

析 
 
１．研究計画の概要 
 本研究では高解像度衛星データを活用し
て森林植生の動態を把握するために，現地調
査と同等のグランドトルースの確立を目的
として，東アジア地域で詳細な現地植生調査
を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 植生グランドトルースの確立および東ア
ジアの植生現地調査を行った。 
(1) 地上植生データを取得するために，魚眼
デジタルを使って林床から林内を全天撮影
する樹木計測実験を行った。高分解能衛星デ
ータと樹木単位の位置合わせを行い，地理情
報システムとコンピュータグラフィックス
の技法を利用して，これらの森林データを可
視化するシステムを構築した。 
(2) 東京大学大学院農学生命科学研究科附属
北海道演習林におけるカラマツハラアカハ
バチによるカラマツ類の食害について，2009
年に樹木の画像計測および土壌中の蛹採取
調査を行った。2010 年には落下物林床トラ
ップによる糞採取調査と土壌中の蛹採取調
査を 6 月から 9 月まで継続的に実施し，食害
の動態を解析した。魚眼ステレオカメラによ
る全天撮影計測の画像から個々の樹木の抽
出と対応付けを行う３次元画像計測手法を
開発中であり，解析結果はグランドトルース
として活用する。 
(3) 韓国のナラ枯れは 2004 年に発生してか
ら急激に増加し全土で被害が生じており，現
地調査および韓国研究者との情報交換によ
り，日本のナラ枯れとの共通点と類似点につ
いて明らかにした。 
(4) ロシア沿海州ではナラ衰退現象が 1979

年以降拡大しており，ロシア研究者とともに
シホテアリニ山脈周辺の現地調査を 2008 年
と 2010 年に実施した。今後，これらの調査
結果に基づき衛星データを活用した状況分
析を行う予定である。 
(5) 2009 年に台湾大学演習林を訪問し，森林
植生および集中豪雨による被害状況を現地
調査し，衛星データの活用方法について研究
者と情報交換した。 
(6) 2010 年に，台湾大学演習林および東京大
学演習林の研究者を招聘して，森林植生に関
する国際シンポジウムを開催した。台湾およ
び日本の森林おける最新研究成果に関して
情報交換し，今後の衛星データの活用方法お
よび国際交流に関して意見交換した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。  
（理由） 
 本研究課題の目的および年度計画にした
がって，森林の高分解能衛星データ活用のた
めのグランドトルースの画像計測手法を開
発し，森林食害の動態解析に適用中であり，
韓国，台湾，ロシア極東地域の植生調査を実
施して各研究者と森林植生および衛星デー
タの活用方法についての情報交換を図るこ
とができたため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 2011 年度も継続的に森林食害およびナラ
枯れなどの森林衰退の現地調査および樹木
の撮影実験を実施し，対象地域の高解像度衛
星データを取得して地上データと比較検討
する予定である。また，台湾において国際シ
ンポジウムを開催する予定である。 
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